
「合格」の文字

入りりんご

シ
ー
ル
貼
り
体
験
の
様
子

出
動
式
の
市
長
挨
拶

（
写
真
右
）

稲
刈
り
体
験
の
様
子

　９月５日、岩木小学校３～６年生児童と常盤野小学校

の児童約３４０人が、岩木小学校近くの学校田で、もち米

「あかりもち」の稲刈り作業を体験し、出来秋を喜びま

した。

　この米作り体験は、収穫の喜びや勤労の尊さを実感し、

農家の方への感謝の気持ちや米への興味関心をもっても

らおうと、昭和５６年から行われ今年で４４回目の実施

となります。

　今年は児童による田植えが強風で実施できなかったた

め、岩木小学校ＰＴＡや地区の営農組合等からなる「学

校田管理委員会」が代わって行いました。この日も委員

ら約３０人が応援する中、児童らは鎌を使った刈り取り

や、刈り取った稲束を交互に重ね、天日干しにして乾燥す

る棒掛けの作業を体験しました。４年生の児童は、「去

年より早くできるようになった」と嬉しそうに話し、手

際よく稲を刈り取っていました。

　須藤教頭先生によれば、収穫した米は６年生が餅つき

の体験学習等に使用するほか、地域の菓子店で餅にして

もらい、下級生に配るそうです。

　９月２４日、りんご公園で弘前警察署主催の「りんご盗難

防止アップルパトロール出動式」が開催されました。

　式では、りんごの盗難防止に向けて、櫻田市長が「生産者

の皆様が真心を込めて育てたりんごが、消費者の皆様の元へ

無事に届けられるよう、盗難防止パトロールや生産者の防犯

意識の向上に向けた広報活動など、安全で安心して暮らせる

まちづくりに引き続きご協力を賜りたい。」とアップル

パトロールの隊員に向けて挨拶しました。

　収穫したりんごの野積みはやめ、りんご畑の見回りを行

うなど、自主防犯の強化に努めましょう。

　９月２６日､相馬小学校３年生児童１７人が学校近くの

りんご園で、りんごに絵付けするためのシール貼付を体験

し、絵入りりんごの出来栄えに期待を寄せていました。

　この栽培体験は毎年総合的な学習の中で３年生が取り

組んでおり、摘果や袋掛けなど生産から販売までの流れを

学ぶ食育活動として、ＰＴＡや相馬村農協の支援のもとに

実施しています。

　作業を始める前に園主から、「太陽

を背にしてシールを貼ると文字や絵が

くっきり出る」というアドバイスを受

けた児童は、太陽の向きを確認しなが

らシールを貼り付け、中でも相馬中学

校３年生に贈られる「合格」のシール

に苦戦しながらも、丁寧に作業を進め

ていました。

　今後は１０月下旬に収穫作業を体験し、ＡＩが導入され

た選果場の見学や農産物直売所で販売体験を予定してい

るとのことです。

相馬小３年生絵付けシール貼り体験相馬小３年生絵付けシール貼り体験
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　りんご樹の雪害対策やせん定作業などを行うため、農道等

の除雪作業に係る経費の一部を補助する制度がありますの

でご活用ください。

◆条件　主として農業用として利用されている道路

◆補助対象者

　（１）農業者又は農地所有適格法人

　（２）農業者等で組織する団体

　（３）農業協同組合

◆補助対象経費

　（１）人件費、（２）燃料費

　（３）機械借上料、（４）業務委託費

◆補助対象となる除雪回数（上限）

　除雪…１農道等当たり１０回まで

　拡幅除雪…１農道等当たり１回まで

◆補助金の額

市が算出した１ｋｍ当たりの除雪単価を乗じて得た額また

は補助対象経費の実支出額の合計額のいずれか少ない額

の２分の１以内の額

■問い合わせ先　農村整備課農村整備係（市役所前川本館

　　　　　　　　３階）☎４０－２９５５
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りんご樹の雪害対策、準備をお早めにりんご樹の雪害対策、準備をお早めに……

農 道 等 除 雪 事 業農 道 等 除 雪 事 業

　通常の燃焼より少ない煙でりんごせん定枝を炭化するこ

とができる「無煙炭化器」を貸し出しています。

　炭の土壌施用は、土壌改良に効果があるだけではなく、土

中に炭素が半永久的に貯留され、大気中の二酸化炭素の放出

を減らすことができ、地球温暖化の抑制に繋がります。

　貸出しを希望される方は、申込書等の提出が必要となり

ます。詳しくは市ホームページをご確認ください。

【貸出機器】

　①無煙炭化器（大型）…上径１５０cm×高さ４５cm、

　　　　　　　　　　　　重量２３kg

　②無煙炭化器（中型）…上径１００cm×高さ３４cm、

　　　　　　　　　　　　重量７．２kg

■問い合わせ先（市）　りんご課企画推進係（市役所前川

　本館３階）☎４０－０４８２

■問い合わせ先（ＪＡ） ※ＪＡの組合員の方は、以下の窓

　口でも申し込むことができます。

　・ＪＡつがる弘前　弘前北支店 ☎７３－２１３１

　　　　　　　　　　弘前東支店 ☎８７－６３００

　　　　　　　　　　岩 木 支 店 ☎８２－５１１１

　　　　　　　　　　藤 崎 支 店 ☎７５－３３２０

　・ＪＡ相馬村 本所　農業振興課 ☎８４－３２１５

　・ＪＡ津軽みらい　石川グリーンセンター　指導係

　　　　　　　　　　　　　　　 ☎９２－３３１１

●実際に借用した方の声

　　「安定した火力で燃焼しやすい」

　　「予想以上に炭化できた」との意見が寄せられました。

　県では、企業の農業参入の促進と定着に向けて、栽培技術

や経営力の向上を目指す農業参入企業に対して、生産技術や

農業経営の知見を持つ「企業の農業力強化アドバイザー」を

派遣します。

　事業の活用をお考えの方は、以下の問い合

わせ先までご連絡ください。

■問い合わせ先

　中南地域県民局地域農林水産部

　農業普及振興室 ☎０１７２－３３－４８２１

　青森県構造政策課　農地活用促進グループ

　☎０１７－７３４－９４６２

第３１回青森県農業簿記講座第３１回青森県農業簿記講座
　農業経営の改善に役立つ「複式簿記」の講座が開催されます。

　ぜひご参加ください。

◆開催場所及び日程

　【弘前会場】青森県農業共済組合ひろさき支所２階

　　「大会議室」（門外村井）☎０１７２－２８－５７００

１１月２５日（月） １２月　２日（月）

１１月２７日（水） １２月１０日（火）

１２月１１日（水）

◆受講時間　午前１０時～午後３時３０分

◆主　　催　青森県農業会議、青森県農業青色申告会連合会

◆対 象 者　複式簿記の習得を希望する認定農業者、認定志

　　　　　　向農業者などで、５日間の全日程に参加できる方。

◆受 講 料　３，０００円

◆教 材 費　農業経営簿記Ⅰ・Ⅱ（２，５００円）

　　　　　　固定資産台帳（１，０００円）

　　　　　　※教材をお持ちの方は購入する必要はありま

　　　　　　　せん。当日お持ちください。

◆そ の 他　筆記用具、電卓をお持ちください。

◆申込締切　１１月１４日（木）

■問い合わせ・申込先　青森県農業青色申告会連合会（青森

　県農業会議内） 林 ☎０１７－７７４－８５８０
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　市では、農業振興のために利用・保全すべき土地を、『農

用地区域』として設定しています。

　この区域内の農用地を住宅用地や農業用施設用地（倉

庫、資材置き場など）といった耕作以外の目的で使用す

る場合は、市が設定している区域から除外するなどの手

続きが必要となります。

　１２月１６日を過ぎますと、次回分は、来年４月３０

日が締切となる予定です。また、農振除外の手続きは、

申出締切から約６ヶ月以上の期間を要しますので、早期

の事業着工を予定している方はあらかじめご留意ください。

　なお、受付・相談は、農用地の所在する各地区の担当課

窓口で行っています。

■問い合わせ先

 【弘前地区】農政課農地支援係（市役所前川本館３階）

 　☎４０－０６５６

 【岩木地区】総務課農林係（岩木庁舎１階）

 　☎８２－１６２１

 【相馬地区】総務課農林係（相馬庁舎１階）

 　☎８４－２１１１

農地流動化情報は、
市のホームページからも情報提供！
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　野生鳥獣による農作物被害が深刻となっております。

　被害を防ぐためには、野生鳥獣にとって畑や集落がエサ場

として魅力のない場所にすることが大切です。

　野生鳥獣による農作物被害等にあわないために、次のこと

に注意しましょう。

　○放置された農作物は土中に埋める等、適切に処分する。

　○木に残っている果実は可能な限り残さず処理する。

　○利用していない果樹等は伐採する。

　農業者の皆様のご協力をお願いします。

　野生鳥獣による農作物被害を受けた場

合は問い合わせ先へご連絡ください。

■問い合わせ先　農村整備課鳥獣対策係

　（市役所前川本館３階）☎４０－４１５５

農振除外申出農振除外申出１１２月２月１１６日締切６日締切

農地転用農地転用、、その前その前にに・・・・・・

　農業委員会では、農地の有効利用と遊休農地解消対策と

して、「農地を貸したい、売りたい」または

「借りたい、買いたい」などの情報を提供

しています。

　　　農業・商業・観光 ＞ 農業情報 ＞

　　　農地に関すること ＞ 農地流動化情報

「農業ひろさき」に掲載する広告募集
　市農業委員会では、民間事業者の事業活動を推進するた

め、「農業ひろさき」に掲載する有料広告を募集していま

す。掲載できる広告は、広報紙の性格上、いくつかの条件

がありますので、詳しくは市ホームページでご確認ください。

◆掲載位置　最終面の下方

◆申込期限　掲載を希望する号の５０日前

◆１回の掲載料（いずれも白黒）

・第１号　縦４５㎜×横８４㎜以内 ８，０００円

・第２号　縦９０㎜×横８４㎜以内 １６，０００円

・第３号　縦４２㎜×横１８０㎜以内 １６，０００円

◆詳細は市ホームページ（二次元コード）

■問い合わせ先　農業委員会事務局総務係

　（市役所前川本館３階) ☎４０－７１０４

　農地の売買・賃借等の申請の許可等にあたり、農業委員は

毎月の総会で審議し、農地の適正利用の推進に努めてい

ます。　　　　　　　≪４月～９月末までの審議結果≫

区　　　　 　　分 件 数 面 積（㎡）

農地の権利移動

（農地法第３条）
農地を耕作する目的で、所
有権を移転、賃借権等を設
定する場合の許可申請

（農地法第３条の３）
農地の相続等をした場合の
届出

所有権の移転 100 254,265

使用収益権の設定 146 833,570

相続等の届出 146 1,252,789

権利移動を伴わない転用

（農地法第４条）
農地の所有者が、農地を農
地以外に転用する場合の許
可申請

市街化区域以外 3 1,366

権利移動を伴う転用

（農地法第５条）
農地の所有者以外が、農地
を農地以外に転用する場合
の許可申請

市街化区域 2 613

市街化区域以外 13 21,701

農業経営基盤強化促進事業
所有権の移転 168 684,747

使用収益権の設定 1 3,629

農地中間管理事業 使用収益権の設定 42 264,452

賃貸借の解約 50 262,595

■問い合わせ先　農業委員会事務局農地調整係・農地利用促進

　係（市役所前川本館３階） ☎４０－７１０４

農作物及び庭木の農作物及び庭木の
果実の収穫徹底果実の収穫徹底

～～農作物被害を減少させるために農作物被害を減少させるために～～

お願いお願い
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　市内近郊の農家さんが「ふじ」「王林」をはじめとした

旬のりんごや農産物、加工品を持ち寄り、りんご公園で

販売会を開催します。

　農家さんと直接お話しながら、弘前の旬の味覚をお買

い求めください。

◆日時　１１月２３日（土・祝）

　　　　午前１０時～午後３時

◆場所　りんご公園第１駐車場（清水富田字寺沢）

■問い合わせ先　弘前市りんご公園 ☎３６－７４３９

◆日時　１１月２日（土）～１１月３日（日）午前１０時～

　　　　午後３時

◆場所　りんご公園（清水富田字寺沢）

◆イベント内容　

　・りんごの棒パン作り（１１月３日のみ）

　・りんごのクイズ巨大迷路

　・毎日アップルパイ

　・りんごフェスティバル（地元団体によるステージ）

　・りんごを使った各店舗のオリジナルメニューの販売

　・りんご園のクラフトスクール　　　　　などを予定。

■問い合わせ先

　りんご課販売・

　発信係

　（市役所前川本館

　３階）

　☎４０－２３５４

りんご公園

りんごトラック市 ２０２４りんごトラック市 ２０２４　りんごの収穫期を迎えたりんご公園で、豊作を祝い、「ひろ
さきりんご収穫祭」を開催します。
　各種イベントを用意し、皆さまのご来園をお待ちしています。

りんご収穫祭を開催します！りんご収穫祭を開催します！


